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令和8年度

総額

２５５億６,４９０万円
一般会計
　１６６億８，０００万円
特別会計
　　７１億１,６４０万円
企業会計
　　１７億６，８５０万円

対前年度比
4億7,110万円増

予算
審査

令和８年度予算審査

次ページからは、江田島
市が令和8年度から実施
する、新しい事業に対し
て、議論された内容や意
見を紹介します。

　令和８年度当初予算が増額
した主な要因は、本市を経由
して支援する民間事業者への
国の交付金があるためです。
それを除いた実質的な予算規
模は前年度並みに推移してい
ます。
　一方で、経常収支比率の高
止まりに加え、人口減対策や
インフラの老朽化に伴う歳出
増が今後も見込まれます。
　今後、議会では、さらに厳
しいチェックが必要になりま
す。

総
務
文
教
分
科
会
の
審
議

　
総
務
文
教
分
科
会
で
は
、
教
育
、
消

防
、
情
報
発
信
や
デ
ジ
タ
ル
、
公
共
交

通
な
ど
に
関
す
る
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
部
活
動
の

地
域
移
行
や
教
育
環
境
の
維
持
な
ど
、

持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
や
郵
便
局

と
の
連
携
に
よ
る
業
務
効
率
化
の
実
証

実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
そ
れ

ら
が
適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
、
さ

ら
に
定
量
的
に
費
用
対
効
果
が
示
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
も
審
議
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
評

価
方
法
と
定
量
的
な
成
果
を
明
確
に
し

な
が
ら
各
事
業
が
効
果
的
に
運
用
さ
れ

る
か
を
注
視
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

産
業
厚
生
分
科
会
の
審
議

　
産
業
厚
生
分
科
会
で
は
、
ご
み
や
自

治
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
福
祉
に
関
す

る
こ
と
、
農
業
漁
業
か
ら
観
光
な
ど
産

業
全
般
、
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
施
設
な
ど
に
関
す
る
予
算
を
審
議

し
ま
し
た
。

　
現
在
の
江
田
島
市
の
状
況
は
、
ご
み

処
理
関
連
、
漁
業
・
農
業
施
設
、
道
路

を
は
じ
め
、
港
湾
や
ポ
ン
プ
場
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
施
設
な
ど
の
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
、
計
画
的
な
修
繕
や
更
新
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
、
市
民
生
活
の
安
全
安
心
を
守
る
た

め
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
確
認
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
後
、
予
算
を
組
ん
だ
事
業
が
効
果

的
に
運
用
さ
れ
る
か
注
視
す
る
こ
と
で

未
来
の
江
田
島
市
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。情

報
発
信
事
業
（
子
育
て
応
援
大
使
）

　
本
市
出
身
で
縁
の
あ
る
方
を
子
育
て
応
援
大
使
と
し

て
、
子
育
て
の
様
子
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
は
か
る
。

33万円

認
定
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
補
助

　
学
校
単
位
で
行
わ
れ
て
き
た
部
活
動
を
地
域
全
体
で
支

え
る
仕
組
み
へ
移
行
す
る
た
め
、
要
件
を
満
た
し
た
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
う
。

議
会
の
意
見

330万円　
　
ど
の
よ
う
な
基
準
で
対
象
ク
ラ
ブ
を
選
定
す
る
の
か
。

　
　

�

運
営
体
制
や
規
約
等
、
研
修
の
受
講
、
学
校
と
の
連
携
な

ど
七
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
ま
す
。

　
　
生
徒
の
移
動
な
ど
課
題
へ
の
対
応
は
。

　
　
地
域
特
性
も
あ
り
移
動
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
保
護

　
　
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
江
田
島
市
に
住
ん
で
い
る
生

徒
が
機
会
を
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員
か
ら
質
問

議
員
か
ら
質
問

　
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
。

　
　
結
婚
や
子
育
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
た
め
、
本
市
に

　
　
縁
あ
る
方
に
大
使
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、
結
婚
生
活
や

子
育
て
生
活
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
広
報
え
た
じ
ま
に
記
事
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

議
会
の
意
見

審査後、予算に対する
指摘や意見をまとめて
います！

令和８年度当初
予算の概要はこ
ちらから

審査報告書

・�

対
象
と
な
る
団
体
や
活
動
内
容
、
補
助
金
の
使
途
等
に
つ
い

て
十
分
な
整
理
と
周
知
を
行
う
こ
と
。

・�

事
業
の
実
績
や
課
題
を
的
確
に
検
証
し
、
生
徒
や
保
護
者
が

安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・�

活
動
場
所
や
送
迎
の
実
情
な
ど
地
域
の
課

　
題
を
踏
ま
え
、
持
続
的
な
取
り
組
み
と
す

　
る
こ
と
。

・�

若
い
世
代
向
け
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
も
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

・�

子
育
て
を
検
討
し
て
い
る
市

民
の
安
心
感
の
醸
成
に
つ
な

が
り
、
定
住
・
出
生
に
つ
な

が
る
効
果
を
生
む
こ
と
を
期

待
す
る
。

任命式の様子
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令和８年度予算審査令和８年度予算審査

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
事
業

　
宮
ノ
原
隣
保
館
が
中
心
と
な
り
、
令
和
７
年
度
よ
り
買

い
物
困
難
地
区
で
実
施
し
て
い
る
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
対
象
地
域
の
拡
充
を
行
う
。

　
健
康
増
進
法
に
基
づ
き
、
新
た
に
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

を
実
施
す
る
。
対
象
者
は
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・

70
歳
女
性
で
、
約
８
０
０
人
。

　
ま
た
、
検
診
と
は
別
に
、
市
で
骨
密
度
測
定
装
置
を
購

入
し
、
百
歳
体
操
な
ど
通
い
の
場
で
測
定
し
、
骨
粗
し
ょ

う
症
や
骨
折
予
防
を
推
進
す
る
。

30万円60.8万円

レ
ガ
シ
ー
創
出
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

　
三
高
山
砲
台
を
未
来
へ
と
紡
ぐ
歴
史
的

遺
産
と
し
て
整
備
し
、
観
光
振
興
等
に
活

用
す
る
事
業
で
、
広
島
県
の
交
付
金
を
活

用
し
て
実
施
。

　
砲
台
跡
の
調
査
設
計
と
地
域
力
創
造
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
周
遊
促
進
コ
ン
テ
ン

ツ
を
造
成
す
る
事
業
。

　
よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
。

議
会
の
意
見

2,390万円 1,600万円

議
員
か
ら
質
問

　
　
砲
台
山
の
整
備
に
は
一
定
の
理
解
を
す
る
が
、
観
光
誘
致

　
　
を
す
る
に
は
、
登
山
道
の
状
態
も
懸
念
さ
れ
る
が
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　
　
農
林
水
産
課
と
も
連
携
を
取
り
、
道
路
に
つ
い
て
も
整
備

　
　
し
て
い
き
ま
す
。　

議
員
か
ら
質
問

　
　
骨
密
度
測
定
装
置
の
運
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
百
歳
体
操
な
ど
通
い
の
場
で
の
活
用
の
ほ
か
、
各
イ
ベ
ン

　
　
ト
で
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
検
診
対
象
外
の
方
に
対

し
て
も
骨
粗
し
ょ
う
症
や
骨
折
予
防
の
推
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

議
員
か
ら
質
問

　
　
１
６
０
０
万
円
の
予
算
は
妥
当
で
あ
る
か
。

　
　
全
面
的
な
改
修
を
見
込
ん
で
お
り
、
一
般
的
な
金
額
で
す
。

　
　
ま
た
、
他
市
町
は
５
年
に
１
回
程
度
改
修
を
し
て
い
ま
す

が
、
本
市
は
前
回
か
ら
10
年
以
上
経
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ど
の
よ
う
に
改
良
さ
れ
る
の
か
。

　
　
情
報
に
た
ど
り
つ
き
や
す
い
よ
う
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
案　

　
　
内
マ
ー
ク
）
や
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（
自
動
で
返
答
す

る
仕
組
み
）
の
導
入
、
ま
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
に
見
や
す

く
し
ま
す
。

議
会
の
意
見

議
会
の
意
見

議
会
の
意
見

・�

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
確
実
に
は
か

ら
れ
る
よ
う
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

・�

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
拡
充
や
ユ
ー
ザ
ビ

リ
テ
ィ
（
使
い
や
す
さ
）
の
改
善
な
ど
、

市
民
が
真
に
利
便
性
を
実
感
で
き
る
よ

う
に
数
値
で
示
す
こ
と
。

・�

交
通
弱
者
に
対
す
る
制
度
は
、
沖
地
区
で

の
取
り
組
み
結
果
と
合
わ
せ
て
、
制
度
の

構
築
を
す
べ
き
で
あ
る
。

・�

事
業
展
開
が
不
明
瞭
な
の
で
、
今
後
の
事

業
運
営
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

・�
利
用
す
る
住
民
や
運
転
手
が
保
険
に
対
応

し
、
安
全
安
心
を
確
保
し
た
上
で
、
買
い

物
困
難
地
区
の
支
援
を
願
う
。

議
員
か
ら
質
問

　
　
沖
地
区
で
の
「
ふ
れ
あ
い
運
行
事
業
」
の
実
証
事
業
も
あ

　
　
り
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
捉
え
て
、
企
画
部
と
連
携
は
取
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
連
携
を
取
り
つ
つ
進
め
て
い
ま
す
。
隣
保
館
は
宮
ノ
原
以

　
　
外
に
も
各
町
に
あ
る
の
で
、
今
後
、
江
田
島
市
全
域
で
交

通
弱
者
に
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

・�

江
田
島
市
は
健
康
寿
命
が
県
内
ワ
ー
ス
ト
２
位
の
自
治
体
で

あ
る
。
改
善
を
は
か
る
こ
と
。

・
骨
密
度
測
定
装
置
は
有
効
に
使
う
こ
と
。

・�

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
が
新
た
に
始
ま
る

　
が
、
そ
の
他
各
種
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

　
お
い
て
も
参
加
率
の
向
上
策
を
再
検
討

　
し
、
健
康
増
進
を
進
め
る
こ
と
。

・�

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
、
バ
ス
ツ
ア
ー
等
と
連

携
し
効
果
的
な
事
業
に
す
る
こ
と
。

・�

歴
史
的
遺
産
に
つ
い
て
本
市
以
外
と

連
携
し
て
観
光
コ
ー
ス
を
調
査
・
研

究
し
、
事
業
を
促
進
す
る
こ
と
。

・�

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、

江
田
島
市
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
も
ら

い
、
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
。
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２月定例会

主な議案の賛否
○…賛成　●…反対　欠…欠席　―…議長職（議長は採決に加わりません）

Point
３ 議

案
第
25
号
　
令
和
７
年
度
江
田
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

Point
１

　
主
な
も
の
は
、
人
件
費
や
各
事
業
費
等
の
執
行
残
に
よ
る
３

億
５
０
８
６
万
５
千
円
の
減
額
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
再
構
築
事
業
を
、
６
１
０
０
万
円
余

り
減
額
し
て
い
る
内
容
は
。

固
定
資
産
税
が
１
２
０
０
万
円
増
や
、
た
ば
こ
税
の
５
０

０
万
円
増
の
要
因
は
。

シ
ス
テ
ム
の
更
新
費
用
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
通
り

の
契
約
が
で
き
、
市
内
20
カ
所
の
無
線
柱
が

流
用
可
能
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
で
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
は
企
業
が
設
備
投
資
し
償

却
資
産
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
た
ば
こ

税
は
税
率
改
正
等
で
上
乗
せ
し
ま
し
た
。

江田島市議会　中継

本会議のライブ中継・録画映像は、ご自宅の
パソコンやスマートフォンから視聴できます。

全ての議案名および議案の議員別賛否は、
市議会ホームページでご覧いただけます。

２月定例会
2/12 ～ 3/18

三つ

議案……　34件
承認……　１件
報告……　１件
発議……　３件
同意……　２件

安
西
濵
嵜
小
栗
長
原
小
野
藤
宮
下
筧
本
上
本
平
本
美
濃
角
増
古
居
長
坂
平
川
浜
西
上
松

予
算
令和８年度江田島市一般会計予算
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

江田島市市民サービスセンター設置条例及び江田島市環境審議会設置
条例の一部を改正する条例案について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －(※) 〇 〇 欠
江田島市火災予防条例の一部を改正する条例案について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －(※) 〇 〇 欠
江田島市過疎地域持続的発展計画の策定について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －(※) 〇 〇 欠
江田島市隣保館設置及び管理条例の一部を改正する条例案について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －(※) 〇 〇 欠

そ
の
他

教育長の任命につき同意を求めることについて
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
市有財産の処分について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

発
議

議会に対する行政情報の迅速かつ適切な報告及び誠実な対応を
求める決議案について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

議
案
第
９
号
　�

江
田
島
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
案
に

つ
い
て

　
本
制
度
に
よ
り
、
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い
な
い
０
歳
６
カ

月
か
ら
３
歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
時
間
単
位
で
預
け

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
適
切
な
遊
び
の
場
の
提
供
と
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
相
談
支
援
を
通
じ
、
子
育
て
環
境
の
向

上
に
つ
な
げ
ま
す
。

制
度
の
内
容

利
用
対
象
者　
０
歳
６
カ
月
～
３
歳
の
未
就
園
児

実
施
施
設　
認
定
こ
ど
も
園
え
た
じ
ま

　
　
　
　
　
認
定
こ
ど
も
園
の
う
み

利
用
時
間　

�

月
～
金
曜
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

　
　
　
　

 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
） 　

　
　
　
　
　

�

こ
ど
も
１
人
に
つ
き
月
10
時
間
ま
で
、
１
時
間
単

位
で
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
料
金　
１
時
間
３
０
０
円

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

Point
２

こ
ど
も
園
で
は
「
年
度
途
中
の
入
園
」
を
想
定
し
た
余
裕

の
あ
る
保
育
士
配
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
未
満
児
ク

ラ
ス
で
は
、
途
中
入
園
が
確
実
に
発
生
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ

め
き
め
細
や
か
な
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
十
分
に
対
応
で
き
る
の
か
。

議
案
第
33
号
　
市
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
今
後
、
改
修
工
事
の
後
に
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
が
令
和

11
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

売
却
の
相
手
方　
江
田
島
市
大
柿
町
飛
渡
瀬
４
２
４
９
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
大
柿
産
業  

代
表
取
締
役  

中
本
修
二

売
却
価
格　
１
億
５
２
２
３
万
円

サ
ン
ビ
ー
チ
お
き
み
・
や
す
ら
ぎ
交
流
農
園
の
売

却
が
決
定
し
ま
し
た

　
議
案
を
審
査
す
る
上
で
、
資
料
の
不
足
や
説
明
が
不
十
分
な

点
が
見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
は
適
切
な
説
明
に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
市
に
と
っ
て
も
大
き
な
事
業
で
あ
る
た
め
、
事
業
者
と

緊
密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
る
こ
と
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た

改
修
工
事
期
間
中
は
安
全
や
人
員

の
都
合
上
、
一
時
的
に
閉
鎖
と
な

り
ま
す
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

後
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

継
続
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
と
し

て
運
営
し
て
い
く
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
も
、
市
民
は
こ
れ
ま
で
通
り

レ
ス
ト
ラ
ン
や
大
浴
場
を
利
用
で
き
る
の
か
。　
　

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

※長坂副議長が議長の職務を代行
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自
治
会
と
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
つ
な
が
り
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？

市
長
自
治
会
は
、
地
域
住
民

が
自
主
的
に
運
営
す
る
身
近
な

自
治
組
織
で
、
広
報
紙
の
配
布

や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
、

防
犯
・
防
災
、
環
境
美
化
な
ど

活
動
を
通
じ
て
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
任
意
の
団

体
で
あ
り
、
市
内
全
域
の
31
地

域
で
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
自

治
会
の
ほ
か
女
性
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
地
域
の

幅
広
い
団
体
が
連
携
し
て
、
広

い
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
や
課
題

解
決
に
取
り
組
む
組
織
で
あ
り
、

市
内
全
域
の
22
地
域
で
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
に
は
連
合
会
と
い

う
組
織
が
設
け
ら
れ
て
い

る
が
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

市
の
方
で
主
導
・
助
言
な
ど
し

て
、
活
性
化
を
は
か
る
と
い
う

考
え
は
な
い
の
か
？

市
民
生
活
部
長
自
治
会
に
は
、

町
別
に
四
つ
の
連
合
会
と
、
そ

の
正
副
会
長
で
構
成
さ
れ
る
市

の
連
合
会
が
あ
り
ま
す
が
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
に
は
、
そ
の

よ
う
な
組
織
は
あ
り
ま
せ
ん
。

古居　俊彦
今後のまちづくり協議会の在り方は？

答 地域の皆さまと一緒にあるべき姿を検討していきます

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
運
営
や
在
り
方
は
？

市
長
地
域
で
活
動
す
る
自
治

会
な
ど
の
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
し
、
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

や
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
設
立
を
進
め
て
い
ま
す
。
近

年
は
、
人
口
減
少
や
価
値
観
の

多
様
化
に
伴
い
、
地
縁
団
体
加

入
者
の
減
少
や
役
員
の
担
い
手

不
足
・
固
定
化
が
生
じ
て
い
て
、

活
動
の
維
持
に
影
響
が
出
始
め

て
い
る
た
め
、
将
来
を
見
据
え

た
組
織
の
在
り
方
や
運
営
方
法

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く

べ
き
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
自
治
会
も
重
要
だ
が
、
今
後

は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
も

う
少
し
軸
足
を
置
き
、
そ
の
活

用
を
市
も
考
え
る
べ
き
。
組
織

を
一
つ
に
し

て
、
行
政
と

ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
役

割
を
し
っ
か

り
と
果
た
す

こ
と
に
よ
っ

て
、
双
方
協

力
し
合
い
、

相
乗
効
果
が

得
ら
れ
る
。

問

問

問

ＱＲコードを読み取ると録画映像が視聴できます。

１　古居　俊彦　　　　　今後のまちづくり協議会の在り方は？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　角増　正裕　　　　　一般国道487号道路改良事業（中郷工区）の目的は？
３　筧本　語　　　　　　関係人口の可視化と地域活性化の実現を！　　
４　長原　和哉　　　　　多文化共生社会の現状と今後の進め方について！　　
５　小野藤　訓　　　　　インフラ整備と生活交通の確保で安心な暮らしを！　　
６　浜西　金満　　　　　避難所はスフィア基準を基に環境改善を！
７　平本　美幸　　　　　持続可能な地域コミュニティの目指すべき姿は？
８　濵嵜　眞琴　　　　　充実した次世代型公園の整備を！
９　美濃　英俊　　　　　住環境を守るため、農地継承の対策を！
10　安西　翔平　　　　　合理的な校則となっているか。また見直しの取り組みは！ 　　
11　上本　雄一郎　　　　「2050年ゼロカーボンシティ宣言」の実行を！

質問者　11人

一般質問
市の考えを問う

関
係
人
口
の
現
状
認
識
と
、

可
視
化
に
向
け
た
課
題
は
。

市
長
関
係
人
口
に
つ
い
て
、

国
は
「
特
定
の
地
域
に
継
続
的

に
多
様
な
形
で
関
わ
る
人
」
と

定
義
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も

こ
れ
と
異
な
る
定
義
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
関
わ
る
目
的
は
、
故
郷
へ
の

愛
着
や
友
人
と
の
交
流
、
余
暇

活
動
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
在
り

方
も
個
々
に
異
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
施
策
ご
と
に
デ

ー
タ
や
成
果
を
把
握
し
て
い
ま

す
。

　
例
え
ば
、
東
京
江
田
島
フ
ァ

ン
倶
楽
部
やForza

エ
タ
ジ
マ

の
会
員
数
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

件
数
や
受
入
額
な
ど
で
す
。

　
こ
う
し
た
指
標
か
ら
関
係
人

口
は
増
加
傾
向
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
正
確
な
把
握
に
は
課
題

が
あ
り
ま
す
。

市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
域

活
性
化
の
結
び
付
き
は
。

市
長
江
田
島
市
観
光
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
観
光
を
き
っ
か
け

に
新
た
な
雇
用
を
生
み
、
本
市

の
魅
力
に
共
感
す
る
フ
ァ
ン
や

担
い
手
を
増
や
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
多
様
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
向
け

た
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

事
業
の
目
的
は
。

市
長
道
路
幅
が
狭
く
高
さ
に

も
制
限
が
あ
り
急
カ
ー
ブ
が
多

い
な
ど
道
路
線
形
が
悪
い
状
況

を
、
県
の
道
路
改
良
事
業
に
よ

り
、
大
型
車
両
の
ス
ム
ー
ズ
な

通
行
や
歩
行
者
や
自
転
車
の
安

全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
物

流
や
観
光
客
の
利
便
性
向
上
に

も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

工
事
の
概
要
は
。

市
長
江
田
島
町
宮
ノ
原
か
ら

中
央
２
丁
目
の
世
上
口
交
差
点

付
近
ま
で
の
約
１
５
０
０
ｍ
に

つ
い
て
、
２
車
線
の
車
道
と
片

側
歩
道
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、

道
路
幅
を
６
・
９
ｍ
か
ら
９
・

７
５
ｍ
に
拡
幅
す
る
計
画
で
す
。

　
工
事
は
、
古
鷹
山
登
山
口
の

駐
車
場
付
近
を
境
に
、
宮
ノ
原

側
と
中
央
側
の
２
工
区
に
分
け

て
、
ま
ず
は
中
央
側
か
ら
事
業

を
推
進
し
て
い
く
と
伺
っ
て
い

ま
す
。現

状
、
こ
の
区
間
の
車
両

通
行
に
は
３
・
７
ｍ
の
高

さ
制
限
が
あ
る
が
。

土
木
建
築
部
長
こ
の
た
び
の

改
良
に
よ
り
、
車
両
通
行
の
高

さ
制
限
が
な
く
な
り
、
道
路
構

筧本　　語
関係人口の可視化と地域活性化の実現を！

答 関係人口拡大と公平性に配慮し、持続可能な地域社会を
目指します

角増　正裕
一般国道487号道路改良事業（中郷工区）の目的は？

答 県が事業主体となり、大型車両のスムーズな通行や歩行者等の安
全性を確保します

問問問

問問

問問

問 い
、
自
然
や
文
化
、
特
産
品
、

体
験
な
ど
を
磨
き
上
げ
て
い
き

ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り

関
心
を
高
め
、
え
た
じ
ま
フ
ァ

ン
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
何
度

も
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
仕
組
み

を
つ
く
り
、
関
係
の
深
化
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

移
住
定
住
施
策
と
既
存
住

民
施
策
の
公
平
性
は
。

市
長
移
住
定
住
施
策
は
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
維
持
す

る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　
住
宅
購
入
費
や
家
賃
補
助
な

ど
に
よ
り
移
住
の
き
っ
か
け
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
新
婚
世
帯
支
援
や

子
育
て
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
、

既
存
住
民
へ
の
支
援
も
進
め
、

暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。

　
転
入
さ
れ
る
方
を
温
か
く
迎

え
、
今
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
、
全
て
の
皆
さ
ま
が
住

ん
で
良
か
っ

た
と
実
感
で

き
る
ま
ち
づ

く
り
が
大
切

だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

造
と
し
て
の
建
築
限
界
で
あ
る

４
・
５
ｍ
を
確
保
し
ま
す
。

中
央
側
の
中
郷
ト
ン
ネ
ル

を
有
す
る
区
間
の
工
事
内

容
は
。

市
長
世
上
口
交
差
点
付
近
か

ら
の
約
２
４
０
ｍ
は
、
山
間
部

を
掘
削
し
て
バ
イ
パ
ス
を
整
備
。

中
郷
ト
ン
ネ
ル
約
60
ｍ
は
、
片

側
通
行
と
し
て
既
設
ト
ン
ネ
ル

を
掘
削
し
て
拡
幅
。
古
鷹
山
登

山
口
付
近
ま
で
の
約
３
０
０
ｍ

は
既
存
道
路
を
拡
幅
し
ま
す
。

宮
ノ
原
側
の
御
殿
山
ト
ン

ネ
ル
を
有
す
る
区
間
の
工

事
内
容
は
。

市
長
宮
ノ
原
か
ら
御
殿
山
ト

ン
ネ
ル
手
前
ま
で
の
約
３
０
０

ｍ
は
、
既
存
道
路
を
拡
幅
。
御

殿
山
ト
ン
ネ
ル
北
側
に
、
新
た

な
バ
イ
パ
ス
区
間
６
０
０
ｍ
を

整
備
し
、
そ
の
内
、
約
４
５
０

ｍ
は
ト
ン
ネ
ル
を
新
設
し
ま
す
。

事業の流れ
中央側 宮ノ原側

地域・地権者へ
事業説明 令和７年９月実施済
用地測量 令和７年度

未定
境界立会 令和８年４月

～６月頃
物件調査
用地取得・補償
埋蔵文化財調査
工事

令和８年度
以降順次

事業完了 できるだけ早く公表で
きるよう努める。
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道
路
の
整
備
状
況
の
現
状

と
課
題
は
。

市
長
市
道
９
路
線
を
改
築
中

で
す
。
国
や
県
か
ら
の
補
助
事

業
を
活
用
し
た
財
源
確
保
に
努

め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
効
率
化

や
イ
ン
フ
ラ
の
集
約
・
再
編
等

を
進
め
維
持
管
理
費
の
縮
減
に

取
り
組
み
ま
す
。

土
木
建
築
部
長
中
町
小
学
校

裏
の
市
道
の
改
良
工
事
は
空
き

家
の
除
去
後
に
道
路
整
備
を
再

開
し
ま
す
。

「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
対
策
事
業
」
の
整

備
状
況
は
。

教
育
部
長
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
関

係
者
、
警
察
や
県
・
市
と
連
携

し
、
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
交
通
事
故
が
あ
っ
た
道
路
に

「
通
学
路
注
意
」
を
促
す
看
板

や
路
面
標
示
を
明
示
し
ま
し
た
。

市
民
参
画
型
の
維
持
管
理

活
動（
ア
ダ
プ
ト
活
動
等
）

へ
の
支
援
は
。

土
木
建
築
部
長
ア
ダ
プ
ト
活

動
は
40
団
体
、
約
１
２
０
０
人

が
道
路
と
河
川
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
海
岸
は
対
象
外
で
す
が
、

カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
等
３
団
体
が
実

小野藤　訓
インフラ整備と生活交通の確保で安心な暮らしを！

答 限りある財源で、持続可能なインフラの実現や公共交通網の　　
確保と利便性の向上をはかります

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
団
体

を
支
援
す
る
と
と
も
に
活
動
が

広
が
る
よ
う
周
知
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
へ
の
交
通
割
引
等

の
支
援
と
航
路
の
利
便
性

の
高
い
ダ
イ
ヤ
編
成
を
。

市
長
航
路
事
業
者
や
路
線
バ

ス
、
オ
レ
ン
ジ
号
も
赤
字
運
営

で
あ
り
、
令
和
８
年
度
当
初
予

算
に
約
２
億
円
を
計
上
し
て
お

り
、
割
引
制
度
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

企
画
部
長
変
更
ダ
イ
ヤ
案
を

作
成
し
調
整
し
て
お
り
、
今
後

も
事
業
者
と
粘
り
強
く
協
議
し

ま
す
。沖

た
す
け
あ
い
交
通
や
宮

ノ
原
地
区
移
動
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
今
後
の
展
望
は
。

市
民
生
活
部
長
沖
・
宮
ノ
原

両
地
区
と
も
利
用
者
や
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お

り
、
他
地
域
へ
も
拡
大
展
開
を

検
討
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　
市
民
と
行
政
が
課
題
に
対
し

協
力
し
合
っ
て
、
持
続
可
能
な

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

強
く
願

う
。

問問問

問問

地
元
産
業
を
支
え
、
地
域

福
祉
を
支
え
つ
つ
あ
る
外

国
人
市
民
の
本
市
の
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
外
国
人
市
民
の
数
は
、

令
和
８
年
２
月
１
日
現
在
で
、

総
人
口
の
５
％
超
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
域
別
で
は
ベ
ト
ナ
ム

出
身
が
最
も
多
く
、
東
南
ア
ジ

ア
が
中
心
で
、
地
元
産
業
を
支

え
る
た
め
の
在
留
資
格
を
有
し

て
い
ま
す
。　

市
で
は
令
和
５
年
度
「
多

文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
て
い
る
が
点
検
評
価

と
改
善
点
は
。

市
長
外
国
人
市
民
の
日
本
語

学
習
の
場
で
あ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
「
え

た
じ
ま
日
本
語
ク
ラ
ブ
」
を
市

内
５
カ
所
、
月
２
回
ペ
ー
ス
で

江
田
島
市
国
際
交
流
協
会
が
主

催
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
支
援
と
い
う
こ
と
で
、
専

門
職
員
を
３
名
配
置
し
、
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
今
後
、
育

成
就
労
支
援
制
度
の
導
入
に
伴

い
さ
ら
な

る
増
加
が

見
込
ま
れ

る
の
で
、

今
後
と
も

制
度
の
充

実
を
は
か

り
ま
す
。

長原　和哉
多文化共生社会の現状と今後の進め方について！

答 令和９年度「育成就労制度」導入に向けて交流機会を
増やし共生社会の醸成をはかります

問

問 問

問

問
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

市
民
生
活
部
長
関
係
機
関
と

連
携
し
、
「
日
本
語
初
期
指
導

教
室
」
の
設
置
に
向
け
て
検
討

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
市
民
の
義
務
の
履

行
状
況
は
。

市
民
生
活
部
長
納
付
書
の
多

言
語
化
や
、
事
業
者
や
登
録
に

来
ら
れ
た
方
に
は
丁
寧
な
説
明

を
し
、
適
正
公
正
な
賦
課
徴
収

に
努
め
て
い
ま
す
。

当
初
計
画
よ
り
大
き
く
進

ん
で
い
る
が
今
後
の
方
針

は
。市

長
市
内
22
地
区
の
内
、
残

り
３
地
区
（
江
田
島
町
中
央
、

大
柿
町
大
君
、
沖
美
町
美
能
）

に
つ
い
て
実
情
に
合
わ
せ
進
め

て
い
き
ま
す
。　

お
わ
り
に

　
外
国
人
市
民
と
の
間
に
誤
解

が
生
じ
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

行
政
は
リ
ー
ド
し
て
も
ら
い
た

い
。

　
ま
た
、
施
設
の
再
編
整
備
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
核
と
な
る

施
設
の
維
持
補
修
を
積
極
的
に

行
い
、
利
用
率
の
向
上
を
は

か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

自
治
会
等
の
組
織
維
持
に

対
す
る
市
の
現
状
認
識
と

危
機
的
状
況
の
受
け
止
め
方
は
。

市
長
自
治
会
等
地
域
住
民
が

自
主
的
に
運
営
す
る
任
意
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
は
、
加

入
者
の
減
少
や
役
員
の
担
い
手

不
足
、
固
定
化
な
ど
の
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で

は
解
散
と
い
っ
た
危
機
的
状
況

に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

活
動
の
維
持
に
影
響
が
出
始
め

て
い
る
た
め
将
来
を
見
据
え
た

組
織
の
在
り
方
や
運
営
方
法
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
時

期
に
来
て
い
る
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。

事
務
の
負
担
軽
減
に
向
け

た
事
務
的
支
援
の
状
況
は
。

市
民
生
活
部
長
市
の
財
源
や

マ
ン
パ
ワ
ー
に
限
り
が
あ
り
ま

す
が
、
地
域
支
援
課
お
よ
び
市

民
セ
ン
タ
ー
の
担
当
職
員
に
よ

り
、
総
会
資
料
等
の
印
刷
や
、

転
入
者
へ
の
自
治
会
加
入
促
進
、

自
治
会
情
報
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
10
月
実
施
の
職

員
を
対
象
に
し
た
地
域
活

動
へ
の
関
わ
り
を
把
握
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答

率
が
約
25
％
で
あ
る
が
、
有
効

性
は
。

ス
フ
ィ
ア
基
準
（
人
の
尊

厳
を
守
る
最
低
基
準
と
し

て
、
ト
イ
レ
、
居
住
空
間
、
食

事
な
ど
を
具
体
的
に
示
し
た
国

際
基
準
）
は
、
国
や
多
く
の
自

治
体
が
避
難
所
生
活
の
改
善
に

取
り
入
れ
て
い
る
が
、
本
市
の

避
難
所
運
営
で
の
基
準
の
位
置

付
け
は
。

市
長
改
訂
中
の
市
地
域
防
災

計
画
で
、
必
要
な
資
機
材
の
調

達
や
知
識
等
の
普
及
を
位
置
付

け
ま
す
。
全
備
蓄
は
膨
大
な
費

用
を
要
し
ま
す
が
、
良
好
な
生

活
環
境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ス
フ
ィ
ア
基
準
に
基
づ
い

た
避
難
所
備
蓄
の
状
況
は
。

市
長
本
市
の
備
蓄
は
、
県
の

方
針
に
沿
っ
て
進
め
て
お
り
、

１
日
目
は
市
の
備
蓄
、
２
日
目

は
県
の
支
援
、
以
降
は
国
の
支

援
や
協
定
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

　
食
料
、
飲
用
水
、
毛
布
、
簡

易
ト
イ
レ
等
は
確
保
し
て
い
ま

す
が
、
間
仕
切
り
や
簡
易
ベ
ッ

ド
は
、
保
管
場
所
や
費
用
の
課

題
か
ら
想
定
さ
れ
る
避
難
者
分

は
備
蓄
で
き
て
お
ら
ず
、
災
害

協
定
の
連
携
を
強
化
し
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

ス
フ
ィ
ア
基
準
の
優
先
す

る
項
目
は
何
か
。

平本　美幸
持続可能な地域コミュニティの目指すべき姿は？

答 令和８年度「まちづくり共生課」を新設し検討します

浜西　金満
避難所はスフィア基準を基に環境改善を！

答

問問

問問問

問問

問

問

危
機
管
理
監
優
先
は
、
「
安

全
・
衛
生
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」

の
確
保
で
、
ト
イ
レ
環
境
、
居

住
空
間
、
感
染
防
止
対
策
物
資

を
重
点
と
し
て
改
善
し
ま
す
。

ト
イ
レ
備
蓄
の
現
状
と
課

題
は
何
か
。

危
機
管
理
監
簡
易
ト
イ
レ
は

基
準
を
満
た
す
３
２
７
基
を
備

蓄
し
て
い
ま
す
が
、
女
性
、
高

齢
者
に
配
慮
し
た
環
境
整
備
が

課
題
で
、
民
間
と
の
協
定
充
実

に
よ
り
早
期
の
改
善
に
努
め
ま

す
。

間
仕
切
り
や
簡
易
ベ
ッ
ド

の
整
備
の
優
先
順
位
は
。

危
機
管
理
監
拠
点
避
難
所
や
、

高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
、
配
慮

を
必
要
と
す
る
方
へ
の
優
先
配

備
を
進
め
ま
す
。

市
民
生
活
部
長
回
答
率
は
低

い
も
の
の
、
回
答
の
範
囲
で
は
、

多
く
の
職
員
が
自
治
会
に
加
入

し
、
行
事
や
清
掃
活
動
な
ど
、

一
定
程
度
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
年
に
１
回
定
期
的
に
実
施

し
、
職
員
の
地
域
活
動
へ
の
意

識
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
自
治
会
等
の
自
治

組
織
が
目
指
す
べ
き
姿
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
自
治
会
等
の
自
治
組
織

は
地
域
住
民
が
自
主
的
に
運
営

す
る
任
意
の
団
体
で
あ
り
、
将

来
の
姿
は
、
構
成
さ
れ
る
皆
さ

ま
が
望
ま
し
い
姿
を
主
体
的
に

選
択
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
令
和
８
年
度
、
市
民

生
活
部
内
に
「
ま
ち
づ
く
り
共

生
課
」
を
新
設
し
、
先
進
事
例

を
参
考
と
し
つ
つ
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
再
編
整
備
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
に
つ
い
て

生
活
交
通
の
確
保
に
つ
い
て

基準を取り入れ避難所の環境改善に取り組みます

備蓄物資
（間仕切り、簡易トイレ）

「通学路注意」
の路面標示

一般質問 一般質問

11 10江田島市議会だより 第 86号
令和８年５月１日発行

江田島市議会だより 第 86号
令和８年５月１日発行



濵嵜　眞琴
充実した次世代型公園の整備を！

答

地
区
公
園
の
集
約
・
再
編

は
。

市
長
「
江
田
島
市
公
園
等
管

理
活
用
計
画
」
に
基
づ
き
、
地

区
公
園
の
集
約
・
再
編
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
の
計
画
策
定
時
、

再
編
対
象
は
49
カ
所
で
し
た
。

豪
雨
災
害
の
影
響
で
一
時
中
断

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
６

カ
所
を
廃
止
・
集
約
し
、
現
在

は
43
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
維
持
管
理
の
負
担
軽
減
に

取
り
組
み
ま
す
。

基
幹
公
園
で
あ
る
総
合
運

動
公
園
の
今
後
の
展
望
は
。

市
長
市
内
５
カ
所
の
基
幹
公

園
を
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
す

る
方
針
で
す
。

　
た
だ
、
整
備
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
、
現
時
点
で
は
具

体
的
な
整
備
計
画
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
市

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
整
備

の
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

総
合
運
動
公
園
の
未
整
備

エ
リ
ア
の
状
況
と
利
活
用

は
。土

木
建
築
部
長
土
地
は
本
市

と
江
田
島
市
土
地
開
発
公
社
が

所
有
し
て
い
ま
す
。

問問

問

問

　
現
在
は
山
林
の
ま
ま
で
、
今

後
の
整
備
や
利
活
用
を
検
討
し

ま
す
。公

園
計
画
の
見
直
し
は
。

土
木
建
築
部
長
現
在
の
計
画

は
令
和
９
年
度
ま
で
で
す
。
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
近
年

の
猛
暑
な
ど
の
気
候
変
動
を
踏

ま
え
、
公
園
の
在
り
方
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
屋
内
施
設
の
活
用
な
ど
新
し

い
発
想
も
含
め
、
持
続
可
能
な

公
園
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

お
わ
り
に　
　
　
　
　
　

　
民
間
活
力
の
導
入
や
多
世
代

交
流
の
場
づ
く
り
、
防
災
機
能

の
充
実
な
ど
を
取
り
入
れ
た

「
次
世
代
型
公
園
」
の
整
備
を

求
め
る
。

　
減
ら
す
だ
け
で
な
く
重
点
整

備
す
る

公
園
を

明
確
に

し
、
市

民
が
誇

れ
る
持

続
可
能

な
公
園

づ
く
り

を
強
く

要
望
す

る
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に

伴
い
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
が
想
像
さ
れ
る
。
地
域
の
環

境
保
全
や
獣
害
対
策
の
観
点
か

ら
見
て
も
対
策
が
必
要
と
考
え

る
。
現
在
の
耕
作
放
棄
地
対
策

は
。市

長
一
つ
目
は
、
新
規
就
農

研
修
の
取
り
組
み
で
、
キ
ュ
ウ

リ
や
花か

き卉
を
研
修
し
た
修
了
生

に
農
地
を
斡
旋
す
る
こ
と
で
、

約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
営

農
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
企
業
参
入
の
取

り
組
み
で
、
農
業
法
人
を
誘
致

し
、
レ
モ
ン
団
地
の
造
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

約
８
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

の
遊
休
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
の
他
に
、
農
地
を
探
し
て

い
る
方
に
、
農
業
委
員
な
ど
が
、

農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
取

り
組
み
の
一
つ
、
本
市
で

の
農
地
バ
ン
ク
の
状
況
は
。

市
長
江
田
島
市
版
農
地
バ
ン

ク
は
、
小
規
模
な
農
地
を
対
象

と
し
て
、
条
件
の
良
い
も
の
を

登
録
し
、
農
地
の
出
し
手
と
受

け
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
は
か
る

制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
に
登
録
し
た
農
地

美濃　英俊
住環境を守るため、農地継承の対策を！

答 少しでも多くの農地が有効活用されるように努めます

に
つ
い
て
は
、
現
地
で
の
Ｐ
Ｒ

用
看
板
の
設
置
や
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

取
り
組
み
を
始
め
た
ば
か
り
で

も
あ
り
、
令
和
６
年
か
ら
の
２

年
間
で
３
件
、
22
ア
ー
ル
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。物

足
り
な
い
面
も
あ
る
が
、

大
き
な
一
歩
か
と
思
う
。

さ
ら
に
良
い
活
動
に
す
る
た
め

に
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
や
、
産
直

市
場
の
方
々
と
の
連
携
に
つ
い

て
考
え
は
な
い
か
？

産
業
部
長
農
地
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
は
、
条
件
整
理
も
重
要
で

す
が
、
農
業
に
対
す
る
考
え
方

や
、
農
地
を
大
切
に
使
用
し
て

く
れ
る
か
な
ど
、
信
頼
性
と

い
っ
た
目
に
見
え
な
い
も
の
も

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
連
携
方

法
等
も
慎
重
に
検
討
し
、
少
し

で
も
多
く
の
農
地
が
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

問問

問

県
の
次
期
計
画
を
踏
ま
え
、

「
第
２
次
江
田
島
市
環
境

基
本
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
、

「
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
を
し
て
は
。

市
長
全
国
的
に
２
０
５
０
年

に
二
酸
化
炭
素
の
実
質
排
出
量

を
ゼ
ロ
に
す
る
取
り
組
み
を
表

明
す
る
自
治
体
が
増
え
、
県
内

で
は
県
と
12
市
町
が
表
明
し
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で

の
取
り
組
み
の
成
果
等
を
踏
ま

え
、
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

市
策
定
の
計
画
に
基
づ
き
、

電
気
自
動
車
等
エ
コ
カ
ー

の
導
入
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

総
務
部
長
電
気
自
動
車
は
、

平
成
31
年
２
月
に
さ
と
う
み
科

学
館
へ
導
入
し
て
以
降
、
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
電
気
自
動
車
は
航
続
距
離
に

制
約
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
充

電
に
時
間
を
要
し
、
共
用
で
使

う
公
用
車
で
は
、
常
に
充
電
状

況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
共
用
車
両
へ

の
導
入
を
見
送
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
利
用
が
限
定
さ
れ

る
専
用
車
両
や
、
さ
と
う
み
科

学
館
の
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め

用
途
や
走
行
距
離
が
見
込
め
る

場
合
に
、
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

社
会
通
念
お
よ
び
時
代
の

変
化
に
照
ら
し
た
合
理
的

な
校
則
か
。

教
育
長
各
学
校
が
学
習
環
境

お
よ
び
生
活
秩
序
を
維
持
す
る

た
め
に
必
要
と
判
断
し
た
も
の

で
あ
り
、
社
会
通
念
や
時
代
の

変
化
に
照
ら
し
て
著
し
く
合
理

性
を
欠
く
校
則
は
な
い
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
各
学
校
が
主

体
的
に
校
則
の
見
直
し
の
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

 　

校
則
で
は
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル

等
の
髪
型
も
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
そ
の
教
育
的
な
意
義

は
。教

育
部
長
頭
髪
の
ル
ー
ル
に

教
育
的
意
義
が
あ
る
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
重
要
な
の
は
、

児
童
生
徒
が
自
分
た
ち
の
学
校

で
決
め
ら
れ
て
い
る
校
則
を
守

る
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
の
規

範
や
ル
ー
ル
を

守
る
態
度
を
身
に

付
け
て
い
く
こ
と

だ
と
考
え
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に

意
見
を
交
わ
し
た
結
果
が

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
部
長
児
童
生
徒
が
主
体

的
に
意
見
を
交
わ
し
、
民
主
的

に
校
則
の
見
直
し
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

上本　雄一郎
「2050年ゼロカーボンシティ宣言」の実行を！

答 これまでの成果等を踏まえて慎重に検討します

安西　翔平
合理的な校則となっているか。また見直しの取り組みは！ 

答 社会通念や時代の変化に照らして合理性を欠く校則はなく各学校
が主体的に校則の見直しの取り組みを進めています

問問問

問問

問

問問 問
観
光
誘
客
を
推
進
す
る
上

で
の
体
制
と
成
果
指
標
は
。

市
長
江
田
島
市
お
よ
び
観
光

協
会
、
観
光
関
連
事
業
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
連
携

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
成
果
指
標
は
観

光
消
費
額
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

消
費
額
の
現
状
と
目
標
は
。

産
業
部
長
令
和
６
年
の
実
績

は
26
億
円
で
す
。
令
和
16
年
ま

で
に
29
億
円
を
目
指
し
ま
す
。

日
本
の
旅
行
市
場
は
今
後
、

年
間
平
均
成
長
率
５
・

６
％
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
本

市
の
目
標
は
年
間
平
均
成
長

１
・
１
％
程
度
で
あ
る
。
相
対

的
な
衰
退
を
前
提
と
し
た
目
標

設
定
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

産
業
部
長
令
和
６
年
度
の
実

績
が
想
定
を
超
え
る
増
額
と

な
っ
た
た
め
、
見
直
し
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
民
間
の
観
光
事
業
者
の
多
く

は
融
資
を
受
け
、
月
々
返
済
と

経
費
の
支
払
い
を
す
る
た
め
目

標
設
定
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を

改
善
し
て
い
る
。
本
市
も
適
切

な
目
標
設
定
を
。

市
長
の
言
わ
れ
る
「
市
民

の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
部

分
」
に
財
源
を
充
当
す
る
た
め
、

市
民
ぐ
る
み
で
ご
み
の
減
量
化

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
京
都
府
亀
岡
市
で
は
、
令
和

５
年
４
月
か
ら
の
分
別
区
分
の

拡
大
に
伴
い
、「
燃
や
す
ご
み

袋
」
を
「
燃
や
す
し
か
な
い
ご

み
袋
」
に
、「
埋
立
て
ご
み
袋
」

を
「
埋
立
て
る
し
か
な
い
ご
み

袋
」
に
名
称
変
更
し
、
ご
み
削

減
に
つ
な
げ
て
い
る
。
本
市
も

調
査
研
究
を
進
め
て
は
。

市
民
生
活
部
長
市
民
の
皆
さ

ま
に
意
識
を
し
て
い
た
だ
く
き

っ
か
け
と
な
る
、
大
変
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
と
思
い
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
先
進

事
例
を
参
考
に
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
を
検
討
し
ま
す
。

※
環
境
配
慮
型
カ
キ
養
殖
業
の

構
築
支
援
に
つ
い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。

「環境未来島」を目指して
公用車の省エネ化推進を！

集約・再編でコスト削減をはかり、見直しで次世代型を
目指します

※左右のイラストはイメージ図です

オリーブ園

観
光
分
野
の
質
問

一般質問 一般質問
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少子化の進む中、適
正な学校規模につい
て調査していきます

総務文教 常任委員会
市役所の運営や、お金の管理、公共交通、防災・消防、
教育、選挙や監査などに関する事務事業を担当します。

産業厚生 常任委員会
各種産業や、道路や建物、下水道、他にも税金やごみ
問題など市民生活に係る事業や、子育てや介護など福
祉に関する事務事業を担当します。

・�新たなごみ処理施設
建設の見通しは？
・�カキ養殖の現在の状
況は？

呉
市
の
ご
み
処
理
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
、
市
の
負
担

に
つ
い
て

　
可
燃
ご
み
の
処
理
を
委
託
し
て
い
る

呉
市
で
、
新
し
い
施
設
づ
く
り
が
進
ん

で
い
ま
す
。
本
市
に
と
っ
て
も
非
常
に

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
た
め
、

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

◦
市
民
生
活
部
か
ら
の
報
告

・�

設
計
・
建
設
工
事
期
間
：
令
和
７
年

９
月
か
ら
12
年
３
月
ま
で

・
事
業
費
：
３
４
３
億
円

・�

本
市
の
負
担
割
合
：
事
業
総
額
の
う

　
ち
、運
営
業
務
委
託
料
以
外
の
設
計・

　

�

建
設
工
事
費
の
約
11
％
を
本
市
が
負

担
し
ま
す
。

・�

負
担
額
の
見
通
し
：
令
和
11
年
度
ま

で
の
支
払
総
額
は
約
22
億
７
６
０
０

万
円
。
一
年
ご
と
に
費
用
を
支
払
う

仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
11
年
度
に

は
約
12
億
円
と
、
完
成
間
際
に
負
担

が
集
中
す
る
見
込
み
で
す
。

◦
委
員
会
で
の
主
な
意
見

　
本
市
の
負
担
額
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご

み
の
搬
入
量
に
連
動
し
て
い
る
。
市
民

と
一
丸
と
な
っ
て
「
ご
み
を
出
さ
な
い

仕
組
み
づ
く
り
」
を
加
速
さ
せ
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
た

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

養
殖
カ
キ
の
へ
い
死
問
題

に
つ
い
て

　
深
刻
な
被
害
が
続
く
養
殖
カ
キ
の
現

状
と
、
現
在
実
施
し
て
い
る
具
体
的
な

支
援
策
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

身
入
り
の
改
善
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、

多
角
的
な
支
援
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

◦
産
業
部
か
ら
の
報
告

　
現
在
の
出
荷
は
将
来
分
を
前
倒
し
し

て
個
数
を
確
保
し
て
い
ま
す
が
、
へ
い

死
や
身
入
り
の
悪
さ
に
よ
り
総
出
荷
量

は
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

市
は
以
下
の
支
援
を
実
施
中
で
す
。

・
資
金
繰
り
：
融
資
に
必
要
な
「
被
災

証
明
」
等
を
発
行
。
被
害
総
額
は
約

３
億
円
（
33
件
認
定
）
。

・
コ
ス
ト
補
填
：
漁
業
共
済
掛
金
へ
約

２
１
０
０
万
円
を
助
成
し
、
県
の
再
生

事
業
も
活
用
。

・
環
境
対
策
：
市
内
七
つ
の
下
水
処
理

施
設
で
、
放
流
水
に
含
ま
れ
る
チ
ッ
素

や
リ
ン
な
ど
の
濃
度
を
調
節
し
ま
す
。

◦
委
員
会
で
の
主
な
意
見

　
今
後
も
国
や
県
、
漁
協
、
そ
し
て
カ

キ
養
殖
事
業
者
と
密
に
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
る
た

め
の
継
続
的
な
取
り
組

み
を
求
め
る
。

学
校
規
模
適
正
化
検
討
委

員
会
に
つ
い
て

　
２
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
総
務
文
教

常
任
委
員
会
で
は
、
所
管
事
務
調
査
と

し
て
「
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員
会

に
つ
い
て
」
教
育
委
員
会
か
ら
説
明
を

受
け
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◦
教
育
委
員
会
か
ら
の
報
告

・
少
子
化
に
よ
る
児
童
生
徒
数
減
に
対

し
、
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
適
正
配

置
の
た
め
検
討
委
員
会
を
設
置
し
検
討

中
。

　
委
員
18
名
（
学
識
経
験
者
、
保
護
者
、

学
校
関
係
者
、
自
治
会
組
織
）

　
昨
年
７
月
か
ら
４
回
開
催
（
全
７
回

予
定
）

・
先
進
地
視
察

　
竹
原
市
立
吉
名
学
園
（
義
務
教
育
学

校
）
視
察
。

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
を
核
と

し
て
設
立
し
、
小
中
一
貫
教
育
や
地
域

の
教
育
力
を
生
か
し
た
教
育
の
推
進
）

・
保
護
者
説
明
会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　
12
月
に
市
内
５
地
区
で
説
明
会
（
各

地
区
２
～
11
名
）
を
開
催
。

　
市
内
全
保
護
者
（
１
０
３
７
人
）
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

　
回
答
者
４
８
４
人
（
46
％
）

・�

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
委
員

会
の
議
事
録
や
ア
ン
ケ
ー
ト
掲
載

◦
委
員
会
の
主
な
意
見

・�

説
明
会
の
参
加
者
や
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
率
の
46
％
は
少
な
く
感
じ
る
。

・�

学
校
統
合
等
と
な
る
と
説
明
会
を
丁

寧
に
開
催
し
理
解
を
得
れ
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。

・�

保
護
者
や
地
域
の
方
の
意
見
も
多
様

で
あ
り
大
変
だ
と
思
う
が
、
何
よ
り

も
こ
ど
も
の
将
来
に
向
け
ど
ん
な
学

び
が
大
切
か
委
員
会
の
答
申
を
受
け

素
案
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。　

・�

第
２
次
答
申
も
参
考
に
し
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
答
申
の
作
成
を
進
め

て
ほ
し
い
。

議長の公務内容の一部をお知らせします。
その他は右記ＱＲコードから→

東京江田島ファン倶楽部総会東京江田島ファン倶楽部総会

江田島市を愛する皆
さんの思いに触れ、
この会の魅力を改め
て感じました。

未来の防衛を担う
方々の真剣な姿に胸
が熱くなりました。

議 長 日 誌

4/4
海上自衛隊第77期一般幹部候補生海上自衛隊第77期一般幹部候補生
課程入校式および第９期医科歯科課程入校式および第９期医科歯科
看護科幹部候補生課程始業式看護科幹部候補生課程始業式

２/１

・QRコードを読み込んでご覧ください。
・お気軽にシェア、フォロー、いいね　お願いします。
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市議会アドベンチャー市議会アドベンチャー市議会アドベンチャー市議会アドベンチャ市議会アドベンチャー市議会アドベンチャー議会アドベンチャーアドベンチアドベンチアドベンチアドベンチアドベンチ市議会アドベンチャー市議会アドベンチャ市議会アドベンチャ市議会アドベンチャ市議会アドベンチャー市議会アドベンチャー市議会アドベンチャー市議会アドベンチャー市議会アドベンチャー
児童の皆さんの提案内容は
こちらからご覧になれます。

　
私
は
、
江
田
島
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
市
議
会
に
つ
い
て
で
す
。
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

に
行
く
前
は
、
私
は
市
議
会
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
通
し
て
、

市
議
会
で
は
主
に
市
の
予
算
を
決
め
た
り
、
条
例
の
制
定
を
し
た

り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
市
議
会
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
議
会
だ
よ
り
な
ど
を
読
ん
で
、
市
で
は
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
か
も
っ
と
知
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
二
つ
目
は
他
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
ま
で
鹿
川

小
学
校
の
活
動
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
意
見
発
表
で
三

高
小
学
校
が
班
に
分
か
れ
て
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
活
動
し
て
い
る
こ

と
や
、
市
外
に
出
て
江
田
島
市
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
知
り
、
私
も
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
貴
重
な
学
び
を
生
か
し
て
江
田
島
市
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
人
に
江
田
島
市
の
魅
力
を

伝
え
る
な
ど
、
私
も
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
江
田
島
市
議
会
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
に
参
加
し
て
、
市
議
会

の
こ
と
に
つ
い
て
よ
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
江
田
島
市

が
決
め
る
ル
ー
ル
は
「
条
例
」

と
い
う
こ
と
、
議
員
に
立
候
補

で
き
る
の
は
江
田
島
市
民
だ
け

で
、
市
長
は
市
民
以
外
で
も
で

き
る
こ
と
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
切
串
小
学
校
の
発
表
は
、
観

光
客
や
市
民
の
た
め
に
路
線
バ

ス
を
つ
く
る
、
と
い
う
意
見
で

し
た
。
発
表
を
聞
い
て
、
観
光

客
や
市
民
の
た
め
に
何
が
し
た

い
の
か
、
と
い
う
思
い
が
よ
く

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
江
田
島
小
学
校
の
代
表
の
人

が
発
表
し
た
後
、
市
役
所
の
方

　
私
は
、
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
参
加
し
て
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
市
議
会
ク
イ
ズ
で
市
議
会
の
働
き
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
で
す
。
全
部

で
６
問
出
題
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
５
問
正
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
議
会
議
員

は
、
選
挙
で
選
ば
れ
、
現
在
は
16
名
い
る
こ
と
や
、
市
の
予
算
等
を
話
し
合
っ
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
私
た
ち
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
す
。
三
高
小
学

南
な ん ば

波　睦
り く と

人 さん
福
ふくしま

島　
れん
蓮 さん

河
か わ べ

部　愛
あ い な

奈 さん
上
うえむら

村　彩
さ い か

榎 さん

後
ご と う

藤　つむぎ さん

平
ひら

野
の

芽
め ぐ る

来 さん

小
こ ま つ

松　加
か な

奈 さん

　市内の小学６年生（開催当時）が、社会科授業の一環とし
て市議会の仕組みや役割について学びました。令和７年度
は、１月・２月に議場で議会クイズを行った後、各校で未来
の江田島市のために自分たちができることを考え、実行した
ことについて市に提案する意見発表を行いました。 

「私たちが SUP、カヌー、無人島体
験やビーチクリーンを体験して感じた江
田島の魅力。広島に来ている旅行者が知っ
ているのか調査しました。旅行者は、ほとん
ど知らなかったです。」

「立候補して発表者になったけど、緊張し
ました。無人島体験を実行してほしい
です。」

「私たちは江田島の食材と
食文化をコラボレーションさせた商品の

開発や、外国の方にインタビューしながらパンフ
レットを配って外国の方と関わってきました。そこで
考えた提案です。」

「他に発表したい人がいないし、少し発表してみたいと
思ったので発表を担当しました。しっかり発表でき
て良かったです。」

溝
みぞぐち

口　凛
り お

音 さん
宮
みやもと

本　芽
め い

彩 さん

校
は
、
市
の
人
口
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
増
や
す
た
め
の

取
り
組
み
を
質
問
し
、
農
林
水
産
課
の
課
長
さ
ん
が
答
弁
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
議
会
で
は
、
江
田
島
市
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
に
、
真
剣
に
話
し
合
っ
て
お
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
、
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
参
加
す
る
前
よ
り
、
市
議

会
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
、
18
歳
に
な
っ
た

ら
必
ず
選
挙
に
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

「私たちは、しらす、オリーブ、野菜
や海の魅力を学び、港マルシェに参加して
江田島の PRをしました。」

「市役所の皆さん、もっと江田島を PR して
ください。」

が
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
考
え
を

取
り
入
れ
て
み
た
い
と
言
っ
て
く
れ
た
の
が
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　
今
回
の
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
、
議
員
の
方
が
い

つ
も
ど
ん
な
気
持
ち
で
い
る
の
か
も
、
よ
く
分
か
っ
て
よ

か
っ
た
で
す
。

～江田島市全校で無人島体験できないか～～江田島市全校で無人島体験できないか～～江田島に住みたいと思うためには～～江田島に住みたいと思うためには～

～～外国の方に向け、江田島市の PR動画を！外国の方に向け、江田島市の PR動画を！～～
～外国の方と交流ができる場を増やすこと～～外国の方と交流ができる場を増やすこと～
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市
議
会
で
政
治
の
仕
組
み
を
実
際
に
見
て
、
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
社
会
科
で
学
ん
だ
今
の
日
本
の
政
治
や
今
の
仕
組
み

が
で
き
る
前
の
昔
の
政
治
と
比
べ
て
理
解
で
き
、
良
い
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
回
、
自
分
た
ち
が
考
え
た
取
り
組
み
を
市
議
会
で
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
政
治
に
参
加
で
き
た
よ
う
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
た

ち
の
提
案
に
対
し
て
市
役
所
の
方
が
一
生
懸
命
考
え
て
答
え
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
議
員
さ
ん
が
コ
メ
ン
ト
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
み
ん
な

が
江
田
島
を
住
み
や
す
い
島
に
し
よ
う
と
一
生
懸
命
協
力
し
て
い
る
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
に
行
っ
て
み
た
こ
と
で
、「
自
分
た
ち
が
社
会
の
主
役
な
ん

だ
な
」
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
市
議
会
が
と
て
も
大
切

な
仕
組
み
な
の
だ
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
大
人
に
な
っ
た
ら
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
、
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
自
分
た
ち
が
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
は
、
私
も
選
挙
に
行
っ
て
市

民
の
代
表
の
人
を
選
び
、
政
治
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
は
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
行
っ
た
。
議
場
に
入
る
と
、
事

前
学
習
で
見
た
動
画
と
は
違
い
、
重
々
し
い
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

そ
の
空
気
感
に
圧
倒
さ
れ
、
私
は
緊
張
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
中
で
発
表
す
る
人
を
見
て
、
私
は
感
心
し
た
。
発
表
者
を

見
て
い
る
と
、
ど
ん
ど
ん
私
の
緊
張
は
ほ
ぐ
れ
て
い
っ
た
。
す
ぐ
さ

ま
ペ
ン
を
持
ち
メ
モ
を
取
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
ご
と
の
考
え
が

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
と
考
え
、
耳
を
傾
け
メ
モ
を
取
る

の
が
楽
し
か
っ
た
。

　
私
は
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

考
え
た
。
そ
れ
は
、「
江
田
島
の
自
然
環
境
を
も
っ
と
豊
か
に
し
て

い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」「
江
田
島
の
人
口
増
加
に
向
け
て

何
を
し
て
い
け
ば
よ
い
か
」「
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
こ
と
を
考
え
る

こ
と
が
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
」
ま
た
、「
こ
の

よ
う
な
課
題
を
考
え
続
け
る
こ
と
で
少
し
で
も
良
い
江
田
島
を
つ
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　
何
事
も
勇
気
を
出
し
て
伝
え
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
行
動
で
未
来

を
明
る
く
し
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

髙
たかはし

橋　晏
はる

 さん

沖
おき

　祐
ゆ う た

大さん
上
じょうぐち

口　蒼
そ う た

太さん
上
じょうぐち

口　瑛
え い た

太さん

「広島市に一番近い港は切串です。観光客が
もっと来て江田島の魅力を伝えるために、切串発の

路線バスをつくることを提案します。そして切串に住
む人たちがより生活しやすくなると考えました。」

「みんなで考えたスライドを利用して発表しまし
た。緊張したけど、発表は楽しかったです。」

　
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
参
加
し

ま
し
た
。
ク
イ
ズ
を
通
し
て
、
市
の
決

ま
り
で
あ
る
「
条
例
」
や
、
議
員
の
人

数
が
16
人
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
特
に
、
議
員
に
な
れ
る
の
が
25

歳
以
上
か
ら
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
想

像
し
て
い
た
よ
り
若
く
て
驚
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
た
ち
の
学
校
の
「
大
柿
地

区
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
い
う
活
動
に

つ
い
て
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
市
役

所
の
方
が
、
人
口
減
少
を
マ
イ
ナ
ス
に

捉
え
ず
「
一
人
一
人
が
輝
く
チ
ャ
ン
ス
」

だ
と
プ
ラ
ス
に
考
え
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
私
は
と
て
も
前
向
き
で
す
て
き
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
地
域
を
守
り
た
い

と
い
う
大
人
の
熱
い
気
持
ち
を
知
れ
た

こ
と
や
、
私
た
ち
の
動
画
作
り
を
「
時

代
に
合
っ
た
発
想
だ
」
と
褒
め
て
も
ら

え
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
体
験
を
通
し
て
政
治
へ
の
関
心

が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
で
地
域
を
盛
り
上

げ
な
が
ら
、
市
の
政
治
に
も
目
を
向
け

て
い
き
た
い
で
す
。

細
ほそかわ

川　六
り っ か

花 さん

〜平和な江田島、平和な日本が続いていくように！〜〜平和な江田島、平和な日本が続いていくように！〜
〜戦争当時の市民の様子や思いを後世に発信を〜〜戦争当時の市民の様子や思いを後世に発信を〜

～切串発の路線バスを！～～切串発の路線バスを！～

津
つ

川
がわ

　芯
しん

 さん

「自分たちの地域について、知らないこ
とが多いことに気が付き、昔と今を比べると人口

がすごいスピードで減っていて恐ろしい気持ちになりまし
た。そこで大柿地区もりあげ隊を立ち上げ、活動したことを
発表しました。」

「議場での発表は緊張しました。でもクラス全員で活動
してきたことを発表できてよかったです。」

宮
みやした

下　日
ひ と み

登美 さん
濱
はまさき

先　凛
り ん と

士 さん

日
ひ あ て

當　このみ さん
竹
たけうち

内　梨
り ほ

帆 さん

「平和学習の中で、核兵器の
恐ろしさや、今でも世界では戦争が

続いている中で、家族と幸せに暮らして
いることは当たり前ではないということを感

じました。戦争当時の江田島の様子や市民の体
験などを、もっと私たちの世代にも届くように
発信してほしいです。」

「友達と遊んだりする中で、意見が合わずけん
かしてしまうこともありますが、お互い話

し合いを通じて解決していき、平和への
一歩を続けていきたいと思います。」

〜地域を盛り上げる！大柿地区もりあげ隊！〜〜地域を盛り上げる！大柿地区もりあげ隊！〜

19 18江田島市議会だより 第 86号
令和８年５月１日発行

江田島市議会だより 第 86号
令和８年５月１日発行

市議会アドベンチャー市議会アドベンチャー



委員長　　美濃　英俊
委　員　　宮下　成美
委　員　　濵嵜　眞琴

副委員長　筧本　　語
委　員　　小野藤　訓
委　員　　安西　翔平

議会広報特別委員会

次回の定例会は
6月16日（火）午前10時開会予定

※日程は変更となる場合があります。
　詳細は、定例会が開催されるおおむね１週間前に
　江田島市議会ホームページに掲載します。

令和８年３月までの累計 ▶▶▶
議会傍聴メーター議会傍聴メーター

令和８年中に議会・委員会の傍聴に来られた方をカウントします。
令和７年累計：145人

Q：現場の「こだわり」と「やりがい」は？
　狭い道での離合や船舶との時間管理を徹底して
います 。
　見通しの悪いバス停では、お客様を見逃さない
よう細心の注意を払っています 。
　お客様からの「ありがとう」の
一言が、スタッフの何よりのモチ
ベーションとなっています。

Q：ドライバーの状況は？
　現在ドライバーが不足している状況です。平均
年齢も60歳と高齢であり、新たな雇用に苦心し
ています。
　そのため、二種免許取得などの課題はあります
が、自衛隊退官者や高校の新卒など、新しい力の
確保も検討しています。

Q：市民の方に知っていただきたいことは？
  ノンステップバスが約80％となっていて、高齢
者の方も乗りやすくなっています。
　ICOCA機器も導入していますので、
現金を用意する煩わしさも無くなっ
ています。
   操作が不安な方への周知も行って
おりますので、ぜひご利用いただき
たいです。

Q：おすすめの絶景スポットは？
　沖美町から見
る夕日や、長瀬
海岸のクリスタ
ルロードです。

江田島バスＱ&Ａ

　インタビューを通して、船舶の発着時刻との緊密な連携や、昼間の
運行数の確保など、江田島市と連携して検討していく必要性を改めて
感じました。
　体制が整えば、三高山砲台跡地や石風呂峠からの眺望を生かした
「臨時観光バス」の運行など、島の活性化につながる利活用の話も出
ました。
　また、学生にバスを利用してもらうことで、保護者の送迎時間を減
らし、「自分のゆとり時間」として有効活用してほしいと、お二人が
優しい笑顔で語られていたのが印象的でした。
　これからも、島の暮らしの基盤を維持する市民の足として、安全・
安心な公共交通機関であり続けていただきたいと思います。

インタビューを終えて

　日頃から市民の方から「江田島バスのおかげで助かって
いる」という声を聞いています。
　これからも江田島バスについて理解を深めていただき、
もっと愛され、活用される交通機関に成長していかれるよ
うに、市民目線での質問をさせていただきました。

江田島バス株式会社江田島バス株式会社

インタビュー対象者

左：成
な り た

田 健
けんいち

一 代表取締役
右：古

ふ る た
田 浩

こ う じ
治 運行課長
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